
様式9（添付1-4)

平成31 年度帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業

(II 定住外国人の子供の就学促進事業）

事業内容報告書の概要

都道府県・市区町村・協議会名【豊田市】

平成31年度に実施した取組の 内容及び成果と課題

1. 事業の実施体制

・豊田 市経営戦略部国際まちづく り推進課より委託を受け、特定非営利活動法人トルシーダが実施した。

．スタッフは、教室長1名、日本語指導者5名（教室長を含む）、通訳3名（面接時）。豊田市 から外 国人教育支

援員として ポルトガル語の通訳l名が4月から 6月まで 週3日、7月からは週4日派遣された。

·8月までは初級l、初級2、初級3、中卒認定試験対策の 4クラス で実施し、9月より新規入室者受け入れに

伴いクラス編成を見直し、ゼロレベル 、初級の 2クラス で実施した。

・日本語指導は日本語指導歴21年、13年の有資格者を中心に各クラスの担当者を決め、中長期の目標、

カリキュラムと園案を話し合い、授業案を立てて実施した。涸宜クラス毎に授業時間外で打ち合わせ時

間を持った。教室全体の運営等については、月1回「先生の 日」を設け、授業を休みに して話し合った。

・地域との交流や体験学習、社会見学、安全講話など課外活動については、教室長、副教室長が関係機

関との連絡を取り実施した。

・入室希望者の間 い合わせや受付への対応は主に教室長、副教室長が行 った。

・保護者への連絡、保護者・子 どもとの面談については教室長、副教室長と必要な場合ポルトガル語、中

国語、ネパー ル語の通訳を配置 して実施した。

2. 具体の取組内容

・不就挙の外国人の子（黒こ係る学校等との連絡調整

豊田市及び迎憐靡町村の教育委員会、国祭交流協会等から、不就学等の子どもが日本語を学習する場をさがして
いるなどの連絡を受け、本人及び保譲者との面談で状況の聞き取りを行っt::.a当教室に通えない状況の場鉗よ、他

の教室等の情醐厨比を行っに就学争齢である場鉗話就学の手続きなどについてアドバイスをしたり、居由膨）教

育委員会、学校に連絡をとったりしt::.a当教室の卒業生や行政書士が重じて間い合わせがあるケースもあった）

本取り組みでの 学習を経て就学を希望ずる小中学生については、教育委員会及び編入する予定の習交との連絡調

整及び面談同行を行った）

哨妙累おける、不就学辛乃俎国人の子（尉こ対ずる日本語、教科若しくは母語指導又は学習習慣の摩甜こ係る指導

のための教室の開設

豊田市保見ケ丘U闘贋市再団規監D集会所を利用し、日本語指導員を配置し、不就学等の子どもに対し日本語、教科

指攣団ための孝姻を閲摯しt::.a

・不就学部）外国人の子どもに対ずる日本語、教科若しくは母語指導又は学習習慣の確閑こ係る指導を翌効牛で行う

指導員の研修






